ウエストナイル熱ウイルス媒介蚊対策シミュレ－ション事業について
１． シミュレ－ション事業の目的
アメリカで猛威を振るっているウエストナイル熱は、蚊を媒介とする新興感染症です。
日本でも早晩このウエストナイル熱に見舞われる可能性は否定できない。その折には、パニックが地域を覆うことは容易に想像できます。
こうした中、大阪府としては平成１５年度から毎年、ウエストナイル熱ウイルスを媒介する蚊のサ－ベイランス事業を実施し、侵入に備えています。
一方、この媒介蚊の防除は原則市町村が行うこととなっているが、府下市町村の防除等の体制を考えると、必ずしも十分とはいえないというのが現状です。
本シミュ－レ－ション事業は、こうした現況をふまえ、高石市において、市民に対するウエストナイル熱に対する啓発活動の推進とあわせウエストナイル熱ウイルス媒介蚊の防除活動を、市民自らが自治会単位での実際の薬剤散布などの実践を通して理解を深めること。さらに、この事業を通じ、媒介蚊対策可能な組織づくりを展望するものであり、大阪府環境衛生課、保健所、高石市の行政と（社）大阪府ペストコントロ－ル協会、（財）大阪防疫協会の公益法人、地域住民とが一体となって取り組む事業です。
２． 本事業の概要
１） 準備作業
① 市と自治会との調整済み。府・保健所、市、公益法人との連携で実施。
② 新家自治会(300 戸住宅)マップづくり　６/２２（金）に実施済み
③７月７日（土）午後７：３０新家自治会館にて地元説明会の実施
２） 事前調査・・蚊の捕獲（ボウフラ発生状況調査検討中）・・新家自治会館と高石市立取石小学校
日程・・７月１０日、１１日、７月24 日、２５日
３） 薬剤投入・・公共の場所と住居内の雨水マスや水溜り
日程・・７月２７日(金)-公共マス、２８(土)or２９日(日)-各家庭水溜り
４） 事後調査・・蚊の捕獲（ボウフラ発生状況調査も検討中）
日程・・薬剤投与の１週間、３週間、５週間後に(８月７日、８日、８月２１日、２２日、９月４日、５日)

５） まとめ・・６週間後に「まとめ」と検討会を実施する。
３． 役割の分担
高石市・・事業推進体制確立、薬剤散布と効果判定の実務、自治会との連絡調整
自治会・・説明会、薬剤の配布と散布 公益法人・・事業への協力
大阪府環境衛生課・保健所・・事業の総括、市と共同で蚊対策の技術指導など
蚊の発生防除事業にご協力ください!

１ はじめに
今、アメリカやカナダで日本脳炎の仲間である「ウエストナイル熱」が流行し、日本にも入ってくる可能性があると言われています。「ウエストナイル熱」は蚊に刺されることにより感染します。
したがって、この病気に感染しないためには「蚊に刺されない」ことと「蚊の発生を抑える」ことが最も重要になります。
２ どのような事業・調査なのか。
そこで、ウエストナイル熱の病原体が検出されたことを想定して、高石市の新家自治会をモ
デル地域とし、実際に蚊の一斉防除を行い、この防除方法が適切であるか調査します。
３ 薬剤の投入
今回は、直接、蚊（成虫）を駆除する殺虫剤の散布は行いません。ボウフラ（幼虫）が蚊（成
虫）になるのを妨害する薬剤を排水ますなどに投入します。
① 道路側溝・公園など公共の場所は、保健所、高石市、公益法人の職員等によって薬剤を投入します。（7 月27 日（金））
② 自治会の皆様には７月２８～２９日（土･日）の内に、 各自住宅敷地内の排水マスや水溜まりに薬剤を投入していただきます。
※ 普段から蚊の発生源となる庭先の「くみ置きの水」や「ジョウロ・空き缶の水」などを捨ててください。
※ 事前に、薬剤とその使い方の説明書とを皆様にお配りします。
４ 効果判定（保健所・市）
蚊の発生が本当に抑えられたか調べるために、蚊を捕獲してその数などを調べ効果判定
を行います。（7 月10 日、24 日・8 月7 日、21 日・9 月4 日）
暑い時期の取り組みですが、ぜひ、ご協力いただきますようお願いします。
なお、この一斉防除によって蚊の総数は減らせますが、絶滅は不可能なことです。実際に感
染症が発生した場合には、網戸を設置したり、屋外作業の際には長袖・長ズボン等を着用す
るなど蚊に刺されない工夫も重要になります。
国や大阪府では航空機での蚊の検疫、蚊のウイルス保有調査を行っております。
現在のところウイルスを保有する蚊は発見されておりません。
問い合わせ先　大阪府和泉保健所 ☎0725-41-1342

高石市環境保全課 ☎072-265-1001（代）
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薬剤の使い方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏面もお読みください
　○薬剤を使う場所：図のように、人工容器や雨水マスなどの水溜まりに投入します。

　

植木鉢の皿

　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　↑　　↑　　　  ↑

　　　　　　　　　　水生植物の池　　　　雨水・排水マス　　手水鉢　　溝

　○薬剤の使用量

１　水溜まりの水量が３０～４０ℓ（バケツ４～５杯）当たり、１錠を投入してください
　２　水溜まりの水量が少ない場合は、バケツなどで水に溶かし、「じょうろ」で必要量を

注入してください。散布する薬剤ではないので、散布機は使用しないでください。
必要量の例：７リットルのバケツに薬剤を溶かすと、用量の約５倍の濃度になっていますから、溜まり水の水量の「５分の１」量の薬液を注入してください。

余分な薬剤の回収

　　　使用後に残った薬剤（錠剤）は、月当番さんを通じてお返しください。

薬剤の有効成分　　ピリプロキシフェン（幼若ホルモン様物質）　１錠(0.5g)中　2.5mg 含有

【使用上の注意】

1） 使用に際しては、定められた用法、用量を厳守して下さい。

2） 本剤は、他の薬剤と混合したり、加熱しないでください。

3） アレルギーやカブレを起こし易い特異体質の人は、薬剤処理作業に従事しないでください。

4） 環境を汚染しないよう乱用を避けて下さい。井戸など地下水を汚染する恐れのある場所やミツバチ、カイコ（桑）、水生生物（庭のコイ池等）に被害を及ぼすおそれのある場所には使用しないでください。

5） 使用に際しては、手袋・マスク等の保護具を着用し、薬剤に直接触れないようにしてください。さらに、使用後は必ず、また、皮膚についたときは直ちに、石けんでよく洗ってください。万一、口や眼に入った場合には、直ちに水でよく洗い流してください。

6） 誤飲した場合や薬剤の使用中に身体の異常を感じた場合は、医師の診療を受けてください。

7） 作業時の衣服や保護具は、他の衣服と区別して洗濯してください。

【保管上の注意】

1） 食品、食器、飼料などと区別し、小児の手の届かない冷暗所に保管してください。

2） 本剤は、開封したまま放置すると発泡力が衰えますので密封してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
